
 

多様な人が輝き、未来につながるまちづくり 

自然と産業が共生するまちづくり 
 

小川町は、都心から約 60 ㎞圏という立地に恵まれ、美し

い山々に囲まれた緑豊かな自然や先人から受け継がれてき

た歴史文化、世界に誇る伝統産業が生き続ける町です。 

平成 28 年に、町が行う様々な都市計画の指針となる「小

川町都市計画マスタープラン」を策定し、「未来につなぐま

ちづくり」「自然と文化を活かした調和型のまちづくり」を

理念としながら様々な取組を進め、令和 7 年 2 月に合併 70 

周年を迎えました。 

策定から 10 年が経過しましたが、その間、新型コロナウ

イルスの流行を契機とした新しいライフスタイルの確立、激甚化・頻発化する自然災害への

対応、公共交通網の縮小、デジタル化の進行への対応、環境問題へ対応したカーボンニュー

トラルの実現など、社会環境は大きく変化しています。 

本町においては、都市計画道路環状１号線の腰越～青山間の開通、道の駅おがわまちのリ

ニューアルオープン、小中学校の再編などの都市構造が変化してきており、また、小川町第

６次総合振興計画や小川町立地適正化計画など、まちづくりに関連する計画の策定や改定も

進められています。 

このような背景を踏まえ、第６次総合振興計画に示される「多様な人が輝き、未来につな

がるまちづくり」「自然と産業が共生するまちづくり」をまちづくり理念として、今後１０

年間を見据えた「小川町都市計画マスタープラン」の中間見直しを行いました。 

町の将来像、「活力と安らぎ、住み続けたいまち おがわ」を実現するため、町民の皆様と

まちづくりを推進してまいります。 

本計画の見直しにあたり、貴重なご意見をいただいた町民の皆様、議会、審議会の皆様に

深く感謝申し上げるとともに、今後におきましてもより一層のご理解とご協力を賜りますよ

う心よりお願い申し上げます。 

 

令和８年３月 

 小川町長           
 
 


